
（町長議案提案説明） 

 

福井町長 おはようございます。今年は、牟岐町では、立冬以降も暖かい日が続

いていますが、全国的には冬日が多いとの報道があります。地球温暖化が進むと、

このように寒暖の差が激しくなるとともに、平均気温が上がっていくとのこと

で、今後の大雨や大型台風等の襲来が危惧されます。さて、今、牟岐町の抱える

課題に役場の移転と現海部病院移転後の病院施設の活用があります。また、海部

郡共通の課題として、ゴミ焼却施設の改築がありますし、全国共通の課題として

は、南海トラフ地震をはじめとした災害対策と将来市町村が消滅しないための

地方創生があります。現在、この５つの課題を解決することが、将来、牟岐町が

存続するために必要なことであると認識しています。私は牟岐町の財政力から

すれば、この５つの課題は、それぞれ個々に解決が図れるのではなく、関連させ、

効率的・集約的に取り組まなければ解決できないと考えています。人口減少が急

速に進行し、店舗が次々と閉鎖していく中、牟岐町から一人でも、また、一つの

事業所もなくならないようにと取り組んでまいりました。全ての課題を地方創

生と関連付け、交流人口が増え、雇用が増えるようにと考え、進めてまいりまし

た。海部病院は、今後、災害拠点病院として、なくてはならないものですが、町

の活性化のためにも重要な施設です。病院がなくなれば急速に過疎化が進み大

きなダメージを受ける店が数多くあると思います。また、現在の海部病院は移転

後も牟岐町活性化のために何としても空き家にしてはならないと考えています。

民間に利用していただくのが最善の策ではありますが、利用者が見つからない

場合、牟岐町の創生のためには、牟岐町が主導的役割を果たすべきであると私は

考えています。今後、多くの皆様のご意見をいただき、できるだけ早期に牟岐町

としての利用方針をまとめたいと考えています。また、ゴミ焼却施設も現在、皆

さんから迷惑施設と言われていますが、具体に何が迷惑なのか、空気環境なのか

景観なのか、その迷惑な原因を現在の技術力をもって解決し、排熱を利用した温

泉や温水プールや温室など、地域の皆様が利用したくなる施設にする。新しい雇

用の場を創出する。また、災害時に多くの人命を守ることができる避難所などの

災害拠点施設にする。あるいは、海水を利用した温泉浴など、健康療法を行い町

外からの誘客を図るなど、少しでも牟岐町への交流人口を増やし、消費を促進す

る方法を模索すべきであると考えています。ゴミ焼却施設は、空気環境が害する

迷惑施設と言われますが、これまで公害問題を引き起こしてきたのは工場であ

り、ゴミ焼却施設は周辺地域の人々に被害を与えたという事例はないと認識し

ていますし、ゴミ焼却施設の周辺地域の方々の寿命が短いという話しも耳にし

ません。現在の日本の焼却炉の大部分が牟岐町に設置されているのと同じ、スト

ーカ炉と呼ばれる燃焼方式ですが、日本人の寿命は世界一であり、この焼却炉は



健康に害を与えているとのデータはないと思います。しかも平成１５年以降、ゴ

ミ焼却施設の性能は格段に向上しており、最新の阿南市の焼却炉を牟岐町のも

のと比べますと、排煙の性能が３００倍近く良くなっています。つまり、新型の

焼却炉から３０年間に出るダイオキシン等の量と現在の牟岐町の焼却炉から１．

２か月間に出る量が同じとなります。したがいまして、現在稼働中の牟岐町の焼

却炉から出るダイオキシン等の量を最少にするには、一日でも早く新型焼却炉

に改築することが最善の策だと思われます。しかしながら、他の場所で改築すれ

ば、環境影響評価等で少なくとも現在地での改築よりは、３年間は長くかかりま

すし、用地選定、造成作業等を含めれば５年は長くかかると予想しています。ま

た、皆さまもご存知かと思いますが、発がん性物質と言われるダイオキシンは、

たばこを含めあらゆる物質から発生し、たばこは１日に１０本吸えば、国の定め

る許容摂取量を超えると言われています。また、ゴミ焼却施設やし尿施設の従業

員は、し尿やゴミを毎日懸命に迷惑施設と言われないように、できるだけ無害に

と処理しています。したがって、彼らが肩身の狭い思いをしなくてすむよう、迷

惑な事象があるなら、みんなで改善していくのが建設的な考えだと思います。以

上、縷々申し上げましたが、牟岐町にとり、また、海部郡にとり、牟岐町で改築

すべき理由が他にもいくつかあります。まず他町で開発造成する場合、財政力の

乏しい牟岐町にとり負担が非常に大きくなること。牟岐町で改築した場合、これ

までより財政的負担が小さくなること。南海トラフ地震の二次避難所の不足が

予想される中、常時使える安全な避難所ができるだけ多く必要なこと。輸送費が

他町にとり公平となるなど、牟岐町が海部郡の中心町であるという責務を果た

せること。そして、最も重要なことは、現在３７年が経過し、部品在庫もない機

器が増えており、いつ焼却炉が使用不能になるか分からない状態にあり、一日も

早い改修が必要であることなどです。また、近い将来、南海地震の発生が予想さ

れ、災害対策を進める中、がれきを含めたゴミ処理を全て町外に委託する計画で

は、自治体の主体性が問われると思います。以上、私の所信を申し上げましたが、

今後のゴミ焼却施設の改築の進め方としましては、多くの町民の皆様から他町

で改築すべきであるとのご意見がありますので、他町で代替地の選定を早急に

検討していただきますとともに、今、申し上げましたように早急に改築しなけれ

ばならない理由と、牟岐町で改築するメリットが数多くあることから、私は牟岐

町で現在地での改築のほかに、他の地域での改築も視野に入れ、議員の皆さま、

また、町民の皆さまと協議を進めてまいりたいと考えています。それでは、提案

説明に入ります。本定例議会に提出の案件は、１９件です。報告１件、議案１８

件で、報告の内容は、専決処分した事項の承認１件です。議案の内訳は、条例関

係１２件、工事請負契約の変更２件、補正予算３件、人事案件１件です。報告第

６号、専決処分した事項の承認。専決第８号、工事請負契約の変更。平成２７年



度都市防災総合推進事業（中村・西浦地区）整備工事の工期の変更で、完成工期

を平成２８年１２月９日から平成２８年１２月２０日に変更するものです。議

案第７３号、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部

を改正する条例。文言の訂正で「重度身体障害者等」を「重度心身障害者等」に

改正するものです。議案第７４号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例。法律の改正に伴う例規の整備で、育児休業等の対象となる子ど

もの範囲の見直しと介護休業の分割取得、介護のための所定労働時間短縮措置

が主な改正内容です。議案第７５号、牟岐町職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例。法律の改正に伴う例規の整備で、育児休業等の対象となる子

どもの範囲の見直しと、部分休業の承認の項目で介護時間との調整を設けるこ

となどが主な改正内容です。議案第７６号、牟岐町職員の給与の控除に関する条

例の一部を改正する条例。法律の改正に対応するため、給与から天引きできる項

目に新たに「個人型確定拠出年金」を追加するものです。議案第７７号、牟岐町

税条例の一部を改正する条例。法律等の改正により、特定適用利子等の額、また

は、特定適用配当等の額に係る所得を分離課税するものです。議案第７８号、牟

岐町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。法律等の改正により、町民税で

分離課税される特定適用利子等の額を国民健康保険税の所得割額の算定及び軽

減判定に用いる総所得金額に含めることとするものです。議案第７９号、牟岐町

農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員定数条例。牟岐町農業委員会の農

業委員及び農業利用最適化推進委員の定数を定めるもので、農業委員の定数を

１２人に農業利用最適化推進委員を３人とする定数条例です。議案第８０号、牟

岐町簡易水道事業の設置に関する条例。この議案は、上水道事業と簡易水道事業

の統合に伴う条例で、給水区域は、現在の上水道事業の区域と簡易水道事業の区

域を合わせた区域とします。議案第８１号、牟岐町簡易水道給水条例。この議案

も上水道事業と簡易水道事業の統合に伴う条例で、牟岐町簡易水道事業の料金

等必要な事項を定めるものです。議案第８２号、牟岐町水道法施行条例。この議

案も上水道事業と簡易水道事業の統合に伴う条例で、水道法の施行に関し必要

な事項を定めるものです。議案第８３号、牟岐町職員定数条例の一部を改正する

条例。水道事業の統合に伴う文言の訂正で「上水道事業」を「水道事業」に改正

します。議案第８４号、牟岐町特別会計条例の一部を改正する条例。水道事業の

統合に伴う文言の訂正で「牟岐町上水道事業会計」と「牟岐町出羽島簡易水道特

別会計」を統合して、「牟岐町簡易水道事業会計」に改正します。議案第８５号、

工事請負契約の変更。平成２７年度、都市防災総合推進事業（中村・西浦地区）

整備工事の請負契約を変更するため、議会の議決を求めるもので、変更内容は、

金額の変更で１，０６８，１２０円減額し、変更後、工事請負金額を２８１，６



７１，５６０円とするものです。議案第８６号、工事請負契約の変更。平成２７

年度、防災拠点避難地整備事業調整池工事の請負契約を変更するため、議会の議

決を求めるもので、変更内容は、金額の変更で４，２５７，３６０円追加して、

変更後、工事請負金額を６９，５９７，３６０円とするものです。議案第８７号、

平成２８年度牟岐町一般会計補正予算。今回の補正の総額は、１４１，３９１千

円となっています。歳出の主なものを挙げますと、１１ページから１４ページ、

２款・総務費の企画費で、生活バス路線維持確保補助金３，０１７千円、防災費

で国土強靱化計画策定業務４，１９０千円などを計上しています。１５ページか

ら１６ページ、３款・民生費の社会福祉総務費の臨時福祉給付金関係予算で、２

４，９２２千円、国民健康保険特別会計への繰出金３３，６２３千円などを計上

しています。２３ページ、２４ページ、５款・農林水産業費の水産振興費で、ア

ワビ輪採制実証事業補助金、２，４００千円。漁港管理費で広域漁港整備事業負

担金１０，０００千円など追加しています。２５ページ、２６ページ、６款・商

工費で牟岐町観光協会磯釣大会補助金などを計上しています。２７ページ、２８

ページ、７款・土木費の土木総務費で牟岐町残土処理場測量設計業務３３，００

０千円などを計上しています。２９ページ、３０ページ、８款・消防費の非常備

消防費で消防団出初式経費１，１５５千円を計上しています。３３ページ、３４

ページ、９款・教育費の社会教育費で出羽島伝建地区登録建築士研修費などを計

上しています。歳入では、繰越金のほか、負担金、国費、県費、町債を財源とし

て充てています。歳入歳出、１４１，３９１千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を３，２２３，０３０千円とする平成２８年度一般会計補正予算です。議案第８

８号、平成２８年度牟岐町国民健康保険特別会計補正予算。今回の補正は、歳入

歳出８，５１０千円を追加し、予算総額を９１６，６７９千円とするものです。

歳出は保険給付費で１４，５００千円の追加、共同事業拠出金で５，９９０千円

の減額です。歳入は国費等を減額し、一般会計繰入金、３３，６２３千円などを

計上しています。議案第８９号、平成２８年度牟岐町介護保険特別会計補正予算。

今回の補正は、歳入歳出１，９９９千円を追加し、予算総額を７９０，７２５千

円とするものです。歳出は、介護保険制度改正に係るシステム改修費です。歳入

は国費と繰入金です。議案第９０号、人権擁護委員の推薦。平成２９年３月３１

日に任期満了となる委員に、新たに笹田茂樹氏を推薦する議案です。任期は３年

間で、平成３２年３月３１日までとなります。以上で提案説明を終わりますが、

詳細については、関係課長から説明をさせますので、ご審議の程、よろしくお願

いいたします。 

 


